
相 談 種 別 日　　時 会　　場 電　　話
人 権 擁 護 ７月15日（木） 10:00～15:00 市役所２階　第２会議室

市民生活課　☎22-1314行　　 政
無 料 法 律 ７月15日（木）

※事前に電話で予約ください。 10:00～15:00 市役所３階　第３会議室
農　　 家 ７月９日（金） 10:00～12:00 農林振興センター 農業委員会　☎22-1256
こころの相談 ７月21日（水） 13:30～16:30 健康センター（要予約） 健康推進課　☎22-1362
アルコール ７月21日（水） 11:00～16:30 仙南保健福祉事務所

（要予約）
仙南保健福祉事務所
母子障害班
☎0224-53-3132

思春期・
ひきこもり ７月15日（木） 13:30～16:30
障 が い 者 ７月９日（金） 13:00～15:00 市役所３階　第３会議室 福祉課　☎22-1400
補聴器巡回
サ ー ビ ス

・リオン：７月２日（金）・14日（水）
・ブルーム（旧ワイデックス）：７月27日（火） 13:00～14:00 市役所１階　東側和室

リオン　　☎0224-52-2551
ブルーム　☎022-267-3435

相談種別 日時・会場・問い合わせ先など
いじめ相談
（アイライン）

いじめ相談窓口（市役所４階�教育委員会内）　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp【24時間メール受け付け】
※電話相談（☎22-1350）も実施しています（毎週月～金�8:30～16:30）。

家庭児童相談 総合福祉センター　毎週月～金　8:30～16:00　☎22-1400
高齢者総合相談
（事前連絡必要）

①地域包括支援センター（総合福祉センター内）：☎22-1466　毎週月～金　8:30～17:15　②在宅介護支援
センター清風：☎22-2110　③在宅介護支援センター八宮：☎24-5222　②③は24時間電話受付しています。

生活困窮者
自立支援相談 社会福祉協議会（総合福祉センター内）　毎週月～金　8:30～17:15　☎22-2130

青少年相談 青少年相談センター（市役所４階）
毎週月･火･木･金　8:30～16:30　☎22-1342（内線445）

消費生活相談 消費生活相談室（市役所１階市民生活課内）　毎週月･水･金　9:00～16:00　☎22-0783
DV・セクハラ相談
（事前連絡必要）

男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）　
毎週月･水･木･金　8:30～16:00　☎22-6035

障がい者虐待通報 仙南地域障がい者基幹相談支援センター【24時間電話受け付け】　平日：☎0224-51-5361　夜間・休日：☎080-3326-1788
※県南生活サポートセンターアサンテ内（大河原町）。平日は福祉課（☎22-1400）でも受け付けています。

健康相談 健康推進課　毎週月～金　8:30～17:15　☎22-1362

令和２年度市民文芸年度賞が決定しました
受賞された皆さま、おめでとうございます（敬称略）
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白石市学力向上プロジェクトの取り組み

問学校管理課　☎22-1342

福岡小学校
岡小学校では、児童が「できた」「分かった」
という授業を通して学力向上を目指してき

ました。本年度は、図や式を用いながら自分の考
えを説明したり、友達の考えと比較しながら意見
を述べたりすることができる「表現力」を育てる
授業づくりに取り組んでいます。
　また、デジタル教科書やタブレットドリルなど
さまざまなアプリをGIGAスクール構想を受けて

配置された、一人一台タブレット端末を用いて活
用し、児童の「個別最適な学び」と「協働的な学
び」の実現を目指します。さらに、市教育委員会
より配布された暗唱読本「夢」の活用を通して、
児童の豊かな心と表現力を育てていきます。児童
が暗唱した詩や文章を校長先生に聞いてもらう

「暗唱名人」の取組を実践しています。昼休みに
はたくさんの児童が校長室を訪れています。

「表現力」を育てる授業づくり

福福

谷小学校では、校内研究を中心とした授業
づくりに力を入れています。昨年度からは、

一人一台タブレット端末を活用し、プログラミン
グ的思考で作図する活動を取り入れてきました。
本年度は、思考を深めるさまざまなツールを活用
しながら、対話的な活動を通して学びを深める指
導を工夫し、教師の授業力向上と児童の学力向上
を目指します。

深深
深谷小学校 児童が主体的に学ぶ算数科の授業づくり

　また、週３回、授業前10分間の「スキルアッ
プタイム」を実施しています。学力テストの結果
を分析し、苦手分野については、同じ問題に３回
取り組むことで学力の定着を図る試みも行ってい
ます。自分でのチェックや、担任から合格の印を
もらえるファイルを活用することで、課題意識や
目標をもって取り組んだり、達成感を味わったり
することができるようにしています。

▲タブレットＰＣを活用して作図に挑戦▲「スキルアップタイム」の様子▲活用しているファイルには合格の印

▲校長先生から10個合格印をもらうと名人に認定！ ▲タブレットを使って実験の手順を確認しています
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定例相談


